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今年で９回目を迎えた『かかし祭り』が１０月１４日（日）から 

大草野丹生神社前の田んぼにおいて始まりました。コミュニティと 

しては、６部会それぞれに創意工夫した作品が展示されています。 

青少年部会は、小学校の５年生と保護者と一緒になって制作した 

『佐賀の七賢人』ならぬ『佐賀の五賢人」です。『平成の時代背景』 

『今の話題』『健康診断』等々をテーマにした部会の作品も展示されています。一般の方も昨年に

引続き『ＮＰＯ法人ほのか様』には出展して頂きました。また、『今年は数も多かですね』、『よう

できとぅ』などのご覧になった方の声がありました。各々が土、日曜日、平日の夜間等の貴重な時

間を割いて制作した結果だと思っています。なお、１１月３日（土・祝）の午前中まで展示してい

ますので、是非ご覧ください。 
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 １０月１０日（水）に小学校グランド横の田んぼで５年 

生の児童による『稲刈り・脱穀体験』が行われました。 

 この日は、午前中から時折、小雨が降り、実施が危ぶま 

れましたが、午後からは何とか持ち直し無事に終わる事が 

出来ました。この稲は６月に田植えをしたもので、今年は 

昨年以上に、実入りがよかったようです。台風の影響で少 

し北側になびいておりましたが、慣れない手つきながら全 

員で綺麗に刈り取ることができました。 

その後、脱穀の体験をしました。今では、すっかり見な 

くなり珍しい『足踏み脱穀機』により刈り取った稲の一部 

を脱穀しました。この後は、乾燥・もみすり・精米をして 

普通に食べるお米にして、おにぎりにして食べるそうです。 

今の時代、機械化が進み｢稲刈・脱穀｣とコンバインで一度 

に行いますが、子ども達にとっては昔の米作りを知る貴重 

な体験となったのではないでしょうか。 

   

   

                     秋の恒例である丹生神社の秋祭りが１０月２３日（火） 

に行われました。朝方は小雨模様でしたが次第と本降りと 

なり、午前中の神事のみが厳かに執り行われました。残念 

                         ながら午後に予定されていました『小唄の奉納・小学校児 

童による相撲大会』は中止となりました。しかし、小唄の 

踊りについては、南区公民館で『蛍橋小唄・大草野小唄』 

を本番さながらに踊られ、最後に神社の方に向かって一礼 

  をされました。最後に今年の締元でありました『式浪区』   

の皆様、本当にご苦労さまでした。           

               

                         

  

 

 

 

 

 

稲刈り・脱穀体験 

 

大草野丹生神社秋祭り 
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